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ウシのロドプシンの可視部(測定波長域: 300--600nm) 円二色性 (CD) を測定すると， α一吸
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収帯(えmax : 498nm) ß-吸収帯 CÀmax : 340nm) が共に光学活性であり ， LI eer はそれぞれ 7.6 ，
9.8である乙とが判明した。 9 シスレチナーノレを色素部分とするイソロドプシンも CD 吸収がみ
とめられたが， Lleer の値はウシより小さく， αー吸収帯で 6 ， ß-吸収帯で5.5であった。ロドプシ
ンを 200C で光照射しても， 暗の条件で 900C まで温度を上げてもこのような CD 吸収帯は消
失した。また紫外部(測定波長域: 200--250nm) CD 曲線は，ロドプシンの蛋白部分には αーヘ




れる。また 9 シスレチナーJレはオプシンとの結合がゆるく，従ってロドプシンより CD も小さく
吸収極大も短波長にあると考えられる。
第二報 ロドプシンの旋光分散，円二色性，アミノ酸組成に関する研究
dA カエノレのロドプシンもウシと同様 αー吸収帯， ß-吸収帯ともに光学活性であり，瓦二の値はそ
れぞれ 4.1X 10-4, 4.6 X 10-4 であった。ウシのロドプシンの 4主旦は αー吸収帯で 2.2x 10-4, 
Amax 
ß-吸収帯で 3.2X 10- 4 なので， カエ jレはウシより大きな値を示すことになる。紫外部の円二色













イカのロドプシン，イソロドプシンでも α一吸収帯， ß-吸収帯が光学活性であった。 ロドプシ
ンを OOC. pH 8.5 の条件で光照射すると，大部分はアノレカリメタロドプシンが出来るが， それ
を pH 5.3 にするとアノレカリメタロドプシンが酸性メタロドプシンになる。どちらの条件でも照
射されないでのこっているロドプシンの CD しかみとめられないので，メタロドプシンは光学活
性でないと言える。イカのロドプシンの紫外部 CD からも， ウシと同様 αーヘリックス構造の存













乙の論文はウ、ン，カエノレ，イカのロドプシンの円二色性 (CD) について研究した成果で， 3 篇
の報文から成っている。
第 1 報はウシのロドプシンとイソロドプシンの CD を測定した研究である。著者は前にロドプ
シンの旋光分散の研究を行ない，非照射の標品が 500nm 附近に弱いコットン効果を示すことを
観察し，それがどのような構造に由来するかを明らかにする目的で乙の研究を行なった。実験の
結果，ロドプシンおよびイソロドプシンはそれぞれ 598nm および 487nm のピークとともに
430nm のシスピークをもっ CD スペクトノレを示したが， これらはすべて照射または加熱によっ
て消滅した。また 200-250nm の CD 測定から，ロドプシンは相当量のヘリックス構造を含むこ
とがわかった。この研究によって11 シス型， 9 シス型レチナーノレともに，オプシンとの結合によ
って光学活性となることがわかったのは大きな収穫である。









学活性でないことは， レチナーノレとオプシンの聞に CD に関係しない第 3 の結合があることを暗
示する。
以上の研究は，ロドプシンにおけるレチナーノレとオプシンの結合について，シフ塩基結合のほ
かに可視部の CD を誘起する結合および吸収極大の長波長移動をおこさせる結合の存在を示唆
し，困難な視物質の研究に新らしい道を切り開いた推賞すべき研究である。 3 篇の参考論文はい
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ずれもロドプシンに関するもので，著者の論文は博士学位論文として十分に価値あるものと認め
る。
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